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概要 
高齢化社会、脂肪摂取量の増加、運動量の減少により糖尿病、高血圧などの生活習慣病が増加し、こ
れらの疾患に基因する心血管障害の抑制が急務となっている。心血管障害の発症と進展に果たす内分
泌因子の中で鉱質ステロイドホルモンであるアルドステロンの役割を検討する。アルドステロンは
心血管に直接作用し心血管の肥大、コラーゲンの増生を促進する。本研究は培養細胞系およびラ
ット心血管障害モデルを用いてアルドステロンの心血管作用の分子機構ならびに抗アルドステ
ロン薬であるエプレレノンの効果を細胞レベルで解明する。In vitro の実験では培養平滑筋細胞
にアルドステロンを添加し細胞質アルドステロン受容体が核内移行する過程に細胞内酸化スト
レスがどのように影響するかを検討する。In vivo の実験では心不全ラットモデルに選択的アル
ドステロン拮抗薬を投与し心血管障害の発症と進展にアルドステロンが主要な役割を果たして
いることを個体レベルで明らかにする。 
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